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ビ ア ラ ホ ス 剤 散 布 に よ る 桑 胴 枯 病 防 除 効 果
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(岩手県蚕業試験場)

Control of Die― back by Spraying  “Bialaphos'' on 4`ulberry Shoot
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理23日後)に病斑の長・短径を測定した。病斑を菱形とみ

なして面積を計算した。

寒冷地の桑栽培では冬期間の枝枯性病害による枝枯れや 3 試験結果及び考察
株枯れが多発し,桑葉生産を不安定にしている。特に,積

雪地帯の桑胴枯病の被害は大きく,耐病性の強い桑品種を   (D 圃場試験
栽培することで被害を回避しているが,葉質や収量の面で   試験結果は表 1に示した。無散布区の被害度が985で桑
問題が多い。桑胴枯病に卓効のあった水銀剤やPCP剤が  胴枯病は激発したが,ビアラホス水溶剤散布区では,濃度
農薬から姿を消し,農業用ホルマリンも農薬登録が抹消さ  の最も低い800倍希釈区の被害度が454で ,濃度が高くな
れたことから,的確な防除手段を欠いており,良質多収桑  るにつれて被害度が低くなり,100倍希釈区の被害度はわ
新品種の積雪地帯への導入が困難となっている。      ずか26であった。対照のホルマリン15倍希釈区と比較す
そこで,桑胴枯病に有効な薬剤の検索を続けてきたが,  ると,ビアラホス水溶剤の400倍希釈区の被害度が145で ,

桑に登録のある非選択性茎葉処理除草剤 “ビアラホス"力  ゞ ホルマリンの 1回散布区 (被害度211)よ り勝り, 2回散
胴枯病防除に優れた効果を示したので報告する。      布区 (被害度116)と ほぼ同等の被害度となった。

このことから,ビアラホス水溶剤400倍希釈,21111′ /10
a散布で,実用的な桑胴枯病防除効果があると判断される。

なお,ビアラホス水溶剤は桑園の秋冬期の除草剤として

750～500g/10aが適正使用量であり,散布量を200′ /
10aと すれば300～4∞倍希釈液の散布で適正側電量となる。

ビアラホス剤は非選択性の除草剤であり,桑に対する薬

害が心配された。そこで,前述の圃場試験のその後新梢の

伸長状況を調査した (表 2)。 各区の新梢長には 5%水準
で有意差 (最小有意差104)が認められた。しかし, ビア

ラホス水溶剤のllXl倍希釈 (最高濃度)区の新梢長が大き

くなっていることから,新梢長の差は薬害とは考えられず,

株間の樹勢の差等に起因するものと思われる。

12)オ ガクズ埋設法による薬効検定

1992年 4月 に前述の試験圃場を観察 したところ,ビ アラ

ホス水溶剤散布区の桑胴枯病の発生が極めて少なかった。

そこで,桑胴枯病菌に対するビアラホスの抗菌活性を確

認するため,桑胴枯病の有効薬剤のスクリーニングの常法

であるオガクズ埋設法による薬効検定を実施した (表 3)。

薬剤処理10日後の病斑面積は無処理が1225面 であつた

のに対して,ビアラホス水溶剤の100か ら1.600倍希釈では

230～ 455品となり,明らかに病斑面積が小さかった。ま

た,対照のホルマリン15倍希釈の病斑面積375面と比較す

るとはぼ同等の病斑形成抑制効果とみられた。なお,ビア

ラホス水溶剤の各希釈段階の病斑面積は高濃度ほど小さく

なる傾向にあつたが,最小有意差 (危険率001)は 1635

で,1 61Xl倍希釈を除く100か ら800倍希釈までは差がある

とは認められなかった。薬剤処理23日後の病斑面積は無処

1 は じ め に

2試 験 方 法

(1}圃場試験

試験場所は積雪の多い岩手県胆沢町で実施した。桑品種

は耐病性の弱い改良鼠返で,栽植密度1,000株 /10a,根
刈仕立の桑園を供試し,1991年■月20日 ビアラホス水溶剤

(ビアラホス20%含有)の 100,2∞ ,400,800倍 希釈液を

電池式噴霧器で180m1/株散布した。対照のホルマリンは

15倍希釈液として 1回散布11月 20日 ,2回散布H月 6日 と

11月 20日 に動力噴霧機で200m1/株散布した。調査は1992

年 5月 11日 ,枝条毎の被害指数 (B法 )を求め,被害度を

計算した。

また,桑に対する薬害を確かめるため,6月 3日 に各株

の最長新梢長を測定した。

12)オ ガクズ埋設法による薬効検定

1992年 5月 2日 に採取した改良鼠返の古条を25cmに切断

し,70%ア ルコールに浸漬,水洗して風乾したあと,切 口

をパラフィンで封じ,5℃に冷蔵保管した。 5月 14日 ,前

処理しておいた古条に焼傷をつけ,桑胴枯病菌胞子懸濁液

(43× 10'Spore/ml)を滴下し,25℃ で2日 間湿室にお

き,菌の定着を図った。供試菌は4月 に場内で採取した羅

病枝を25℃の湿室におき,形成された胞子角を用いた。 5

月16日 ,菌を定着させた古条をビアラホス水溶剤100,21111,

400,800,1.600倍希釈液に約 5秒間浸漬 して風乾 したあ

と,湿らせたオガクズに埋設し,18℃の定温器においた。

対照としてホルマリン15倍希釈液を同様に処理した。

調査は 5月 26日 (薬剤処理10日後)と 6月 8日 (薬剤処
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表 1 ビアラホス水溶剤の桑胴枯病防除試験

No 供試薬剤
希釈倍数  散布回数
(倍)   (回 )

被害指数別枝条割合 (%) 被害度豪

(B法 )

1

2

3

4

5

6

7

1

2

1

ビアラホス水溶剤

(対)ホ ルマリン
(対)  ″
無  散  布

800

400

200

100

15

208

0

0

0

0

0

968

41 7

132

77
0

54
278

32

375

789

461

258

892

722

0

0

79
462

74 2

54
0

0

454

145

85
26
116

211

985

lsd (005)
659※B法

被害指数
0:病斑なし
1:病斑が枝周の1/3以下
5:病斑が枝周の1/3以上～4/5以下
10:病斑が枝周の4/5以上または枯死

被害度=
10(nD+5(n6)+1(nl)

10N
× 100

N=nm+nstt nl+n0
(nЮ,ns,nL nOは各被害指数に相当する枝条数)

理を100と すると,ビアラホス水溶剤処理は20以下で明ら

かに小さく,病斑拡大抑制効果が認められた。なお,希釈

表 2 ビアラホス剤散布による桑の生育に対する影響

NQ  供試薬剤   希
翻導驚 

散
窪易
数
 賛悦テ

1

2

3

4

5

6

7

ビオラホス水溶剤  800
″            400

1

2

1

″            200
″            100

ホソレマ リン   15

散   布
lsd (005)

1 04

表3 古条のオガクズ埋設法による桑胴枯病に対する
薬効検定

段階間では,薬剤処理10日後と異なリー定の傾向は認めら

れなかった。この原因は不明であるが,ビアラホスは土壌

中の微生物によって速やかに分解されることが知られてお

り,検定に用いたオガクズがかなり古かったため, ビアラ

ホスを分解する微生物が棲息していた疑いもある。

いずれにしても,こ の薬効検定の結果から,ビアラホス

は桑胴枯病菌に高い抗菌活性を有するものと考えられる。

4 ま と め

非選択性茎葉処理除草剤ビアラホスは桑胴枯病の有効薬

剤のスクリーニングに常用されるオガクズ埋設法の検定結

果から,桑胴枯病菌に対する抗菌活性はかなり高いと考え

られる。また,圃場における桑胴枯病防除試験の結果, ビ

アラホスは対照のホルマリンに勝る効果が得られ,桑に対

する薬害も認められず,積雪地帯の桑胴枯病防除薬剤とし

て実用性が高いと判断される。

一方,ビアラホスは桑園除草剤として農薬登録されてい

る。除草剤としてのビアラホス水溶剤の適正使用量は500

～1000g/10aで あり,散布量を200′ /10aと すれば ,
200～ 400倍希釈で散布することになる。したがって,除草

剤としての適正使用範囲でも,散布の対象を桑枝条とする

ことで実用的な桑胴枯病防除効果が得られると考えられる。

また,秋冬期の桑園雑草と桑胴枯病を同時防除できる期

待もあるが,両者の効果を満足させるためには散布時期 ,

散布量 (薬剤投下量)や散布方法についてさらに検討を重

ねる必要がある。

ω

ω

無

110

■ 0

113

125

127

126

108

供試薬剤
希
褥参
数

百蕎12以

國

晏菫貫}覆
丁

ビアラホス水溶剤  1,600
″            800
″            400
″            200
″            100

(対)ホ ルマ リン  15
無   処   理
″ (菌無接種)

455        560

387       520

維:嘲)服:側 )
230       618

375        61 3

1225       3208

125        180
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